
手術視野改善と術後出血予防への試行錯誤

１ 手術視野の改善

新型デビス採用

舌根部観察に内視鏡使用

２ 術後出血予防

cold dissection
pinpoint coagulation

３ クリニカルパス採用

上越総合病院 五十嵐良和



メーカー

カタログより

新型デビス



＜特徴＞ 舌圧子の陥凹部に挿管チューブをはさみこむ
チューブは正中固定



視野の比較

新型 従来型



＜利点＞チューブが抜けない 術野を妨げない、

＜欠点＞過度の圧迫で換気低下、舌根部視野がやや不良



視野を確保しにくい舌根部を内視鏡で観察



術後出血予防で重視していること

１ cold dissection
（以前はhot dissection）

２ pinpoint coagulation
（できるだけ焼灼しない）



Cold DissectionとPinpoint Coagulation



術後出血の比較

Ｈ１６.４～Ｈ１９.３ Ｈ１９.４～Ｈ２０.１２

Dissection ほぼhot cold 

扁摘件数 ５４ ３６

術後出血 １２（２２％） ２（５．５％）

病棟で保存止血 ８ １

外来で電気凝固 ２ ０

全麻下止血 ２（３．７％） １（２．８％）

（うち輸血施行１例）

Cold dissectionにしてから術後出血が激減した



クリニカルパス採用
（診療内容を時系列の表にして診療の質を統一）

達成目標

出血と疼痛のコントロール

治療
（投薬 検査 処置）
看護
（安静度 入浴 食事

排泄 バイタルチェック）

重要な観察項目を
チェック形式で一覧化
覧外に自由記載部分
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